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	応用
	抗原情報
	背景
	PROZ プロテインZは、ビタミンK依存性血漿糖タンパク質です。分子量は62kDaで、396アミノ酸残基から構成されています。4つのドメイン（GLAに富む領域、2つのEGF様ドメイン、およびトリプシン様ドメイン）から構成されています。セリンプロテアーゼとして触媒活性を示すセリン残基を欠いています。血栓の形成につながる血液タンパク質群である凝固カスケードの一員です。ビタミンK依存性であるため、ワルファリン療法では機能が損なわれます。糖タンパク質です。酵素活性はありませんが、凝固カスケードのいくつかのセリンプロテアーゼ（第VII因子、第IX因子、第X因子、およびプロテインC）と構造的に関連しています。カルボキシグルタミン酸残基（ビタミンKを必要とする）は、プロテインZをリン脂質表面に結合させます。プロテインZの主な役割は、第Xa因子の分解であると考えられています。これはプロテインZ関連プロテアーゼ阻害剤（ZPI）によって行われますが、プロテインZの存在によって反応は1000倍加速されます。奇妙なことに、ZPIは第XI因子も分解しますが、この反応はプロテインZの存在を必要としません。一部の研究では、欠乏状態は血栓症の傾向と関連付けられています。一方、出血傾向と関連付ける研究もあります。ZPIは生理学的に阻害剤として作用するため、欠乏は論理的に血栓症の素因につながるため、明確な説明はありません。
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	-
	画像データ
	

	PROZマウスmAbを用いたヒト血漿に対するウエスタンブロット解析（1）。

